
金

一

す

。

こ

と

し

は

、

ご

序

知

の

よ

う

に

、

一

つ

含

発

火

し

た

。

一

一
当
町
に
お
い
て
は
、
ま
っ
た
〈
段
惑
の
↑
①
か
ま
ど
の
火
が
燃
え
し
ろ
い
て
、
近
一

一
年
で
季
節
的
に
は
最
も
少
な
い
と
さ
れ
一
く
の
た
き
木
に
燃
え
移
っ
た
。

区
一
る
八
月
、
九
月
に
五
件
も
の
連
続
火
災
一
④
灯
油

q

ハ

l
ナ
!
の
火
が
、
乾
燥
中
の

抗
一
が
発
生
す
る
な
ど
、
異
例
の
発
生
件
数
一
製
品
に
燃
え
移
っ
た
。
一

一

を

数

え

て

い

ま

す

。

一

④

燃

料

製

品

の

余

熱

残

火

が

、

原

料

に

一

一
こ
と
し
一
月
か
ら
十
月
ま
で
の
発
生
一
着
火
し
た
な
と
、
い
ず
れ
も
火
を
取
り

刊
一
件
数
を
見
て
み
ま
す
と
、
住
宅
一
一
一
、
工
一
扱
っ
て
い
る
人
の
油
断
か
ら
と
な
っ
て
一

3
一

場

一

、

納

憶

て

乾

燥

場

て

車

輸

二

お

り

ま

す

。

一

一
ご
み
捨
て
場
六
、
そ
の
他
一
と
、
合
計
一
ま
た
、
出
火
時
刻
を
見
て
長
ま
す
と

:
一
十
凶
件
も
の
発
生
を
見
て
お
り
、
月
に
一
ほ
と
ん
ど
が
昼
か
ら
夕
方
に
か
け
て
と
一

色
一
一
@
四
件
の
発
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
い
つ
、
た
現
況
で
す
。
一

一
こ
の
う
ち
、
ご
み
捨
て
場
の
火
災
を
一
さ
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
季
節
的
に
火

一
除
く
八
件
は
、
全
焼
一
ニ
、
半
焼
二
、
ボ
一
を
多
く
使
い
、
そ
し
て
空
気
が
乾
燥
す
一

瞬
一
ャ
三
と
々
っ
て
い
ま
す
。
一
る
時
期
な
の
で
、
火
災
は
、
ま
す
ま
す
一

帯
一
次
に
、
こ
れ
ら
の
火
災
の
原
因
を
見
一
多
発
の
恐
れ
が
、
あ
る
と
恩
わ
な
け
れ
一

一

て

み

ま

す

と

、

~

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

重
一
④
仏
一
哩
の
ろ
う
そ
く
の
火
が
仏
具
な
ど
一
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
士
一
月
の
三

醸

一

に

燃

え

移

っ

た

。

-

日

に

か

け

て

は

、

秋

の

火

災

予

防

運

動

↑

一

-

-

な

る

矛

一

段

階

と

し

て

本

年

度

は

県

の

二

一

L

制
捜
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
子

」

ザ

/

竺

一
一
三
1
1
j
j
L

一一一一
γで

地

上

風

向

日

の

作

一

一

議

員

改

選

に

よ

り

、

新

し

い

委

員

に

専

門

の

業

者

に

委

託

し

、

白

波

と

ボ

l

二
、
是
主
人
洲
地
区
工
業
開
発
協
議
会
三

一

よ

る

長

浜

町

地

域

開

発

特

別

委

員

会

が

リ

ノ

シ

グ

で

地

質

や

、

砂

の

位

債

犬

苫

な

一

一

v
r
f
1
1
J
J
7

の
結
成
を
お
こ
な
う
よ
う
準
備
を
進
一
一

一

去

る

十

月

十

六

日

に

開

か

れ

、

い

ま

ま

ど

の

調

査

が

お

こ

な

わ

れ

る

C
と

と

な

一

一

一

一

一

で

の

経

過

の

報

告

や

、

こ

れ

か

ら

の

任

っ

て

い

ま

す

o

め

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

一

一

一

一

事

の

進

め

方

な

ど

が

協

議

さ

れ

ま

し

た

乏

で

は

、

副

知

事

を

中

心

と

し

て

長

一

一

一

な

お

、

海

況

調

査

も

専

門

の

一

業

者

ま

L

二一

一

干

浜

大

洲

地

区

工

業

開

発

委

員

会

が

組

品

一

一

一

一

一

一

一

、

地

雷

一

・

海

況

。

気

象

な

ど

の

調

査

た

は

権

成

あ

る

学

者

に

委

託

さ

れ

る

克

一

一

二一

l

i

l

t

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
承
け
て
一
一
一

三

の

準

備

が

す

す

め

ら

れ

て

い

ま

す

様

で

す

ο

ま
た
、
守
家
主
正
、
一
番
長
一
工
、
J

X
洲
市
の
理
事
者
や
議
会
の
代
一

一

(

関

心

を

持

っ

て

心

配

さ

れ

て

お

り

、

公

↑

は

山

一

一

¥
表
者
で
「
長
浜
大
洲
地
区
工
業
開
発
協
一
一
一

一

愛

媛

県

で

は

長

浜

大

洲

地

区

工

業

開

害

問

題

と

一

役

接

な

関

係

が

あ

る

の

で

一

一

議
会
一
台
結
成
し
て
共
通
す
る
利
害
問
一
一
一

発

制

査

費

と

し

て

九

月

県

議

会

に

四

百

燥

の

合

間

部

と

衛

生

部

で

協

議

し

、

山

口

一

町
四
ゃ
、
広
域
↓
総
合
的
な
開
発
の
計
図
な
一
一
一

七

十

一

万

円

の

予

算

が

追

加

計

上

さ

れ

利

目

十

五

年

度

で

通

産

省

か

厚

生

告

で

一

一

ミ
談
す
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
し
一
一
↑

ま

し

た

。

国

費

に

よ

る

公

害

事

前

調

査

と

し

て

実

J

3

一一
一

工

、

ヮ

も

の

で

す

。

一

一

一

調

査

の

内

容

は

気

象

、

海

況

、

地

質

泊

さ

れ

る

よ

う

関

係

各

省

と

析

筒

が

お

+

一

一

滴
毛
田
時
一
ょ

の
二
一
日
川
川
凡
円
八
円
日
イ
パ
l
i
l
-
-正一一

ニ

丹

十

五

日

ま

で
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守臨J言
欄

幽

醐

醐

鞠

v 

コベ
、.

⑫ 

年

京

増
し
つ
つ
あ
る
石
油
ス

ト
ー
ブ
が
原
凶
の
火
災

は
、
こ
れ
か
ら
が
多
発

期
と
な
り
ま
す
。
石
油

ス
ト
ー
ブ
を
使
用
さ
れ

る
家
で
は
、
次
の
こ
と

に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
一
こ
の
ほ
ど
、
新
鋭
の
消
防
ポ
ン
プ
白

う

。

一

動

車

(

写

真

上

)

が

長

浜

分

間

に

購

入

①
そ
の
ス
ト
ー
ブ
J

の
探
一
さ
れ
、
沖
浦
地
区
に
配
備
さ
れ
ま
し
た

作
を
誤
ら
な
い
よ
う
、
一
こ
の
消
防
車
は
、
二
百
七
万
円
で
臆

説
明
書
を
よ
く
読
む
か
一
入
さ
れ
た
も
の
で
、
一
二
五
馬
力
の
エ

一
ン
ジ
シ
を
備
え
、
吸
水
管
2
本
、
放
水

車
内
の
人
か
ら
正
し
い
一

一仲間
2
本
を
装
備
し
て
お
り
ま
す
。

使

し

方

を

習

っ

て

お

き

一

で

一
ま
た
、
放
水
能
力
は
、
一
分
間
に
約
二

ま

し

ょ

う

。

一

土
ニ
ト
ン
を
放
水
し
、
四

C
C
J五
C

S
総
選
議
選
ぶ
総
選
蕊
蕊
ミ
蕊
S
S蕊
N
S
S選
議
総
蕊
蕊
蕊
ミ
ミ
終
懸
蕊
議
終
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ぶ
総
選

ssssミ
ぷ
蕊
ミ
蕊
総
議
選
総

こ
と
し
の
運
動
の
統
一
標
語

設備された新鋭消防車

今
捨
て
た

訓
練
を
習
慣
づ
け
る
こ

8

た
ば
こ
グ

の
温
度
が

と
と
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
最
近
急

七
O
O
度

H

新
鋭
消
関
車
グ

出火に備えて

お
め
哉
え

屯豆主A

3畠

(方2日)

一
0
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
消
火
活
動
が
で
き
一
ブ
の
子
で
、
公
園
内
に
あ
る
各
種
の
樹
一
ょ
う
@
な
わ
し
ろ
く
み
@
や
ぶ
に
つ
げ

一
ぺ
川
崎
崎
J
J
I

…
J
A
J
1
0
1
1
一
木
、
に
名
札
が
取
り
付
け
ら
れ
て
、
住
吉
了
あ
ま
ぐ
み
@
か
ん
こ
の
き
@
し
ろ
だ

i
l
l
1
1
j
l
』

1
1
'
!
!
一
神
社
、
展
望
台
な
ど
へ
散
歩
さ
れ
る
人
一
も
・
ひ
と
つ
ば
は
ぎ
@
や
ま
ざ
く
ら
織

消

防

庁

長

官

表

彰

一

の

人

気

を

呼

ん

で

い

ま

寸

0

.

一

あ

づ

ま

な

し

よ

ず

た

@

む

ら

さ

き

し

一
フ
イ
オ
シ
ズ
ク
一
フ
プ
芳
一
次
の
し
ら
一
き
ぶ
@
が
ま
ず
み
@
さ
る
と
り
い
ば
ら

8
ふ
却
防
災
活
動
に
一
べ
で
は
、
住
吉
公
閣
の
道
路
付
近
だ
け
一
@
っ
た
@
の
だ
ふ
じ
、
そ
の
他
(
樹
木

÷
で
も
約
五
十
三
種
類
の
樹
木
が
あ
る
こ
一
名
不
明
の
も
の
)
八
種

我
が
町
に
約
十
三
億
円
も
の
翠
口
を
一
と
が
判
明
し
て
お
り
、
い
ま
、
こ
れ
ら
一

も
た
ら
し
た
、
昨
年
八
月
二
十
六
日
の
一
の
樹
木
に
赤
と
青
の
名
札
が
取
り
付
け
一
支
給
範
囲
ひ
ろ
が
る

集

中

豪

雨

に

対

す

る

長

浜

町

消

防

団

の

一

ら

れ

て

い

ま

す

。

一

j
j
j
g
j
i

防
災
活
動
に
対
し
て
、
こ
の
ほ
ど
消
防

7
1
2では
‘

i、

今

後

盤

盤

鱒

購

覇

轍

鱒

庁
長
官
か
ら
表
彰
中
d

れ
ま
し
た
。
了
」
の
公
国
に
な
い
樹
木
を
植
え
た
い
一
七
一
麟
麟
髄
離
脚
駐
韓
鰐
麟
鰐
難
問
血

表
彰
式
は
、
去
る
九
月
一
日
、
愛
媛
一
い
っ
て
お
り
、
教
材
性
も
備
え
た
手
レ
時
轍
鵠
嘩
噛
鶴
繍
鱒
鵠
繍
輯
鞠

県
庁
で
行
な
わ
れ

4忠
夫

団

長

が

出

一

い

公

園

つ

ぐ

り

を

目

ざ

し

て

い

ま

す

二

離

麟

麟

盤

麟

麟

i
zか

ら
表
彰
状
が
子
渡
さ
れ
一
門
現
在
自
生
し
て
い
る
樹
木
凶
一
露
目
麗
製
襲
警
瞳

j

j

ま
し
た
c

一

一
(
ラ
イ
才
シ
ズ
ヂ
一
次
し
ら
ぺ
)
一
戦
没
者
の
遺
族
等
に
対
す
る
援
護
法

令
長
一
え

ω
ι
:
い
ぬ
ぴ
わ
e

あ
き
に
れ
@
一
(
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
)
が
、
こ
の

L
樹
木
院
名
札
っ
く

7
3
eあ
か
め
が
し
わ
@
む
く
の
を
一
十
月
一
日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

百

一

一

@

ぬ

る

で

@

げ

や

さ

留

ま

さ

を

@

よ

し

一

改

正

さ

れ

た

主

な

も

の

は

、

次

の

と

1

4

d

生

き

た

教

材

一

た

け

@

く

ぬ

ぎ

か

か

つ

が

?

ね

ず

一

お

り

で

す

。

主

美

し

い

公

園

グ

一

み

も

ち

ょ

ゆ

ざ

ん

し

よ

う

@

と

べ

ら

一

戦

没

者

の

父

母

な

ど

に

対

す

る

ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
一
@
い
ぶ
き
@
も
が
し
@
び
ゎ
。
す
い
か
一
特
別
給
付
金
の
支
給
範
囲
が
拡
大

一
ず
ら
@
こ
う
ぞ
@
つ
ば
き
@
ね
む
の
ぎ
一

住
吉
公
園
の
道
路
や
環
境
整
備
が
急
一
@
ひ
め
ゆ
ず
し
は
ゆ
く
ろ
ま
つ
@
は
ま
一
い
ま
ま
で
、
こ
の
給
付
金
は
戦
没
者

が
れ
る
中
、
い
ま
、
一
フ
イ
方
ン
ズ
ク
一
フ
一
ひ
き
か
ま
。
は
ぜ
の
ま
@
い
ぬ
芯
ん
し
一
以
外
に
子
も
保
も
い
な
か
っ
た
父
ほ
等

一
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど

一
ω改
正
で
婚
姻
な
ど
に
よ
っ
て
「
氏
」

一
の
異
な
っ
た
子
や
孫
が
い
て
も
さ
し
つ

一
千
え
な
い
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
》

一
た
た
し
、
附
和
四
十
四
年
卜
尽
一
日

一
羽
在
、
父
母
が
生
存
し
て
い
る
場
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。

戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
特
別

弔
慰
金
の
支
給
範
囲
が
拡
大

E霊

胸
躍
鯛
町
議

マ
農
業
共
済
事
業
運
営
協
議
会
委
員
の

い
ま
ま
で
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八

日
以
後
に
死
亡
し
た
本
人
等
の
遺
族
で

現
在
、
戦
没
者
の
親
や
妻
子
が
い
な
い

場
合
、
こ
の
戦
没
者
と
い
っ
し
ょ
に
生

計
を
し
て
い
た
兄
弟
姉
妹
に
対
し
て
二
一

万
円
(
国
債
で
十
年
償
還
)
の
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
と

ん
ど
の
改
正
で
、
こ
の
戦
没
者
と
い
っ

し
ょ
に
生
計
を
し
て
い
な
か
っ
た
場
合

で
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

費
な
ど
補
正

選
任
に
つ
い
て

戦
傷
病
者
等
の
套
に
対
す
る
特
別

一
給
付
金
の
支
給
範
囲
が
拡
大

一
こ
の
特
別
給
付
金
は
、
い
ま
ま
で
、

一
O
陳
情
次
の
と
お
り
の
陳
情
が
あ
り
一
戦
傷
病
者
等
の
安
で
、
夫
の
障
害
の
程

一
町
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
度
が
、
才
五
項
症
以
上
の
場
合
の
み
支

一
O
大
字
豊
茂
の
本
村
地
区
と
タ
ル
地
区
一
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
の
改

一
の
農
道
新
設
に
つ
い
て
一
正
で
、
矛
ニ
款
症
(
旧
恩
給
法
の
一
款

一
O
大
生
J

豊
茂
字
マ
ガ
リ
ノ
プ
-
?
の
イ
セ
キ
一
症
)
と
か
三
款
症
(
旧
恩
給
法
の
二
款

一

の

復

旧

に

つ

い

て

一

日

)

も

人

I
U

ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

一
つ
大
字
豊
茂
字
ク
ボ
タ
の
県
道
舗
装
に
一
そ
の
他

今

回

町

道

の

改

良

費

六

百

万

円

、

災

-

今

回

、

療

養

費

、

病

気

予

防

費

、

豆

つ

い

て

↑

こ

の

ほ

か

、

障

害

年

金

の

増

額

、

遺

害

復

旧

費

五

百

三

十

万

円

な

ど

を

主

に

一

子

計

算

機

購

入

費

な

ど

、

百

二

十

九

万

一

一

÷

陳

情

者

一

族

年

金

の

増

額

改

正

が

行

な

わ

れ

ま

し

二
千
二
百
八
十
七
万
円
を
追
加
し
、
こ
一
円
を
追
加
し
、
こ
れ
で
国
保
会
計
の
現

-

2
茂

地

区

代

表

坂

井

磐

一

た

。

h

れ

で

一

般

会

計

の

現

在

の

総

額

一

は

、

五

一

在

総

額

一

は

、

一

億

八

百

四

十

三

ぷ

三

子

一

一

な

お

、

く

わ

し

い

こ

と

は

、

役

告

比

一

億

七

千

七

百

三

十

一

万

九

千

円

と

な

り

一

円

と

な

り

ま

し

た

。

一

(

一

般

質

問

の

記

事

は

二

百

)

一

一

一

一

民

課

で

お

た

ず

ね

く

だ

さ

い

。

一

第

品
調

議
員
の
改
選
に
伴
な
い
議
員
の
中
か

ら
次
の
三
人
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

矢
野
一
日
刀
、
宮
本
数
美
、
大
成
浮

!
 

ー川
出i

 
H
 

l
 

町
議
会
矛
一
三
回
定
例
会
は
、
去
る
十
月
三
十
日
か
ら
三
日
間
の
会

期
で
向
か
れ
、
道
路
改
良
費
お
よ
び
災
害
復
旧
費
な
ど
一
般
会
計
に

約
二
千
三
百
万
円
の
追
加
補
正
な
ど
三
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

l:iiiJIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 

H

報
告
さ
れ
た
こ
と
H

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
は
、
次
一
ま
し
た
。

の

と

お

り

で

す

。

一

一

V
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
の

マ
一
般
会
計
予
算
の
追
加
補
正

に
(
国
鉄
)

追
加
補
正



(二)

ス
の
発
生
に
し
て
も
、
広
報
紙
に
は
、

「
現
在
は
非
常
に
進
ん
だ
脱
流
装
置
が

一
開
発
さ
れ
て
、
今
ま
で
の
工
場
に
あ
っ

一
た
よ
う
な
心
配
は
な
く
な
っ
て
い
る
の

一
で
す
」
と
書
い
で
あ
り
、
い
と
も
簡
単

一
に
決
定
づ
け
て
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と

マ
小
川
儀
三
郎
議
員
の
質
問
一
な
る
も
の
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
ま
た

十
月
十
五
日
付
で
配
付
し
た
町
の
広
一
そ
れ
は
、
ど
う
い
う
人
が
開
発
し
て
、

報
紙
、
「
広
報
な
が
は
ま
」
の
号
外
一
ど
こ
で
実
際
に
や
っ
て
お
る
の
か
、
さ

l

臨
海
ヱ
業
開
発
の
展
望

i

一
色
、
そ
れ
は
試
験
的
な
も
の
か
、
実

1
aな
さ
ん
の
心
配
に
答
え
て
|
一
際
に
製
油
所
な
り
火
力
発
電
耐
で
や
っ

の
、
記
事
の
内
容
か
ら
・
・
;
・
一
て
お
る
の
か
、
ど
う
か
。

一
革
新
聞
記
事
の
訂
正
に
つ
い
て
l

一

国

会

議

で

あ

る

町

の

広

報

紙

i
t
-
-

「
開
発
委
員
会
が
で
き
る
の
を
コ
ジ
一
の
発
表
は
、
き
わ
め
て
慎
重
で
な
け
れ

ピ
ナ

l
卜
が
で
ぎ
る
よ
う
に
混
同
さ
れ
一
ば
な
ら
な
い
の
で
、
根
拠
の
な
い
発
表

て
い
る
と
い
う
向
き
が
あ
る
」
と
い
ラ
一
は
し
て
お
ら
ず
、
必
要
で
あ
れ
ば
、
ど

こ
と
が
書
か
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
一
な
た
で
も
町
の
開
発
課
に
い
っ
て
お
調

新
開
発
表
の
記
事
が
町
民
に
誤
り
伝
え
一
べ
願
い
た
い
。
}
部
分
を
あ
げ
れ
ば
・

ら
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
一
①
昭
和
四
十
四
年
四
月
八
日
付
の
日
刊

る
た
め
、
「
広
報
な
が
は
ま
」
で
そ
の
一
工
業
新
聞
に
、
脱
流
率
九

O
パ
l
セ
シ

新
聞
の
誤
り
を
発
表
す
る
気
持
が
あ
る
一
ト
以
よ
、
活
性
酸
化
マ
シ
ガ
シ
法
の
基

か

、

な

い

か

。

一

礎

技

術

が

催

立

し

た

。

②

試

験

的

段

階

一
剖
型
民
間
新
聞
に
警
か
れ
て
い
た
こ
一
で
は
あ
る
が
、
三
菱
重
工
、
日
立
製
作

ど
は
、
一
私
の
考
え
て
い
る
こ
と
と
は
違
一
所
な
ど
に
お
い
て
は
、
廃
煙
の
脱
流
法

っ
た
、
あ
る
い
は
、
だ
い
ぶ
進
ん
だ
表
一
(
煙
を
脱
流
す
る
)
が
、
九
九
・
九
パ

現
が
さ
れ
て
い
る
J

弘
の
考
え
方
は
、
一

1
セ
ン
ト
完
成
し
た
。
こ
と
な
ど
の
新

新
制
発
表
的
も
後
も
ま
っ
た
く
変
わ
り
一
開
発
表
の
実
例
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

は

な

い

。

一

町

長

ま
た
、
「
広
報
な
が
は
ま
」
で
お
知
一
同
盟
J
保
障
に
つ
い
て

ら
せ
し
た
に
と
は
、
い
さ
守
口
か
も
、
う
一
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
、
埋
め
立
て
す

そ
や
浜
?
を
広
報
し
て
い
な
い
。
一
る
岸
壁
を
境
に
し
て
、
埋
め
立
て
を
さ

民
間
約
閣
の
玖
り
を
町
の
広
報
紙
で
一
せ
る
地
域
だ
け
の
保
障
に
限
定
し
て
い

訂
正
す
る
必
要
は
な
い
。
町
長
一
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
う
い
う
こ
と

一
顧
問
i
研
究
と
り
ま
と
め
の
一
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
ま
で
研
究
が
進
ん

結

果

に

つ

い

て

l

一
で
い
る
か
。

研
究
の
と
り
ま
と
め
を
、
十
二
月
の
一
四
口
私
は
、
そ
う
い
う
事
例
の
よ
う

木
H
ま
で
に
や
っ
て
、
町
民
に
発
表
す
一
な
簡
単
な
考
え
方
で
、
こ
の
大
事
業
が

る
の
は
四
十
五
年
の
当
初
か
ら
と
い
う
一
で
き
る
な
ど
と
い
う
よ
う
な
想
像
を
し

こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
中
間
報
告
な
の
か
一
て
お
ら
ず
、
こ
の
間
婦
は
、
今
後
、
「

ま
た
は
、
こ
れ
が
最
終
の
話
し
合
い
に
一
直
接
保
障
」
以
上
に
「
影
響
保
障
」
と

な

る

の

か

。

一

い

う

問

題

が

大

き

く

な

っ

て

く

る

だ

ろ

一
叶
口
中
間
発
表
あ
る
い
わ
最
終
発
表
一
ろ
と
考
え
て
い
る
。
町
長

が
決
定
で
あ
る
と
い
う
亨
吋
九
万
一
は
基
本
一
闘
困
1
調
査
費
に
つ
い
て
i

的
に
誤
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
は
考
一
こ
れ
ま
で
の
調
査
費
を
見
る
と
ま
だ

え
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
町
民
ひ
と
ご
千
万
円
に
も
満
た
な
い
費
用
で
あ
る

り
ひ
と
り
が
調
査
研
究
を
す
る
と
い
う
一
が
、
町
民
に
話
し
か
け
て
い
く
ま
で
に

こ
と
は
無
理
な
の
で
、
代
わ
り
に
私
た
一
こ
れ
く
ら
い
な
費
用
の
調
査
で
町
民
が

ち
町
や
、
県
の
機
関
が
こ
れ
を
ま
と
め
一
納
得
す
る
の
か
。
ま
た
、
県
は
、
ど
れ

そ
し
て
.
「
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
に
よ
一
だ
け
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
ど
こ
ま

る
と
、
こ
う
い
う
姿
が
予
測
さ
れ
る
。
一
で
行
な
う
の
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
町
民
の
み
な
さ
ん
は
、
一
四
円
一
現
在
の
四
・
五
百
万
円
経
度
の

ど
う
思
わ
れ
る
か
」
と
い
う
「
よ
び
か
一
金
で
、
こ
の
膨
大
な
調
査
が
で
き
る
わ

け
」
を
当
然
行
っ
て
ゆ
く
、
こ
れ
が
町
一
け
は
な
い
。
県
で
は
、
す
で
に
四
十
五

民
不
在
ど
こ
ろ
か
、
町
民
と
対
話
の
中
一
年
度
に
、
数
千
万
円
を
か
け
て
長
浜
地

で
、
こ
の
重
大
問
題
を
解
決
し
て
ゆ
く
一
域
の
気
象
問
題
に
対
し
て
板
本
的
に
メ

基
本
的
な
姿
勢
で
あ
る
と
思
う
。
町
長
一
ス
を
入
れ
て
ゆ
こ
う
と
い
う
計
画
が
立

一
時
澗
一
公
害
防
止
の
調
査
に
つ
い
て
ー
一
ち
、
現
在
、
県
の
企
画
部
を
通
じ
て
、

公
害
発
生
と
防
止
に
つ
い
て
は
ど
こ
一
通
産
省
と
厚
生
省
へ
の
待
触
が
つ
づ
け

ま
で
調
査
が
で
ぎ
て
い
る
か
。
例
え
ば
了
り
れ
て
い
る
。

公
害
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
車
硫
酸
ガ
-
な
お
、
と
の
開
発
に
と
も
な
う
金
は

町

議

ム一
A
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